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利用例

窒素原子ソースとなる
ヨードニウムイリド試薬

PhINTs
PhINTsはヘテロ原子とのイリド形成 1)、金属   
触媒を用いたアジリジン合成 2)などに使用可能
な、保護された窒素原子ソースとみなすことの
できる高活性な試薬です 3)。

スルホキシイミンの合成
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アルケンからのアジリジン環の形成
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TCI反応実例：
トリフルオロメタンスルホン酸銅 (II) (52 mg, 0.14 mmol)のアセトニトリル (10 mL)溶液に、メチルフェニルス
ルホキシド (0.20 g, 1.4 mmol)とPhINTs (0.59 g, 1.6 mmol)を窒素気流下、室温にて順に加えた。反応液を
室温で5時間撹拌後、溶媒を減圧濃縮した。粗生成物をシリカゲルクロマトグラフィー (酢酸エチル :ヘキサン 
= 1:2)で精製することで、生成物 (0.31 g，収率 70%)を白色粉末として得た。


